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序章　近世・近代の言語文化と漢文訓読

序
章　

近
世
・
近
代
の
言
語
文
化
と
漢
文
訓
読

第
一
節　

近
世
に
お
け
る
漢
文
訓
読
の
展
開

一　
近
世
に
お
け
る
漢
文
訓
読
の
流
れ

『
論
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
漢
籍
は
、
古
来
、
博
士
家
に
お
い
て
漢
文
訓
読
法
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
中
世
に
お
い

て
朱
子
新
注
が
日
本
に
伝
え
ら
れ
る
と
、
そ
れ
は
学
士
・
学
僧
（
特
に
五
山
僧
）
を
中
心
に
訓
読
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
、

訓
読
の
面
で
も
大
き
な
変
化
が
生
ず
る
。
そ
れ
を
典
型
的
に
示
す
も
の
が
、
桂
庵
玄
樹
の
『
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
』
に
記
さ
れ
た
次

の
記
述（
１
）で
あ
る
。

文
字
読
ミ
ヲ
ハ
、
落
字
無
キ
様
ニ
、
唐
音
ニ
読
ミ
度
也
。
其
ノ
故
ハ
、
偶
タ
マ
タ
マ一
句
半
句
ソ
ラ
ニ
覚
ユ
ル
時
、
ヲ
キ
字
、
其
ノ
何

ノ
字
有
ル
コ
ト
ヲ
知
ズ
、
口
惜
哉
。

古
来
博
士
家
に
お
い
て
不
読
と
さ
れ
て
い
た
字
（「
ヲ
キ
字
」）
も
読
み
、
ま
た
、
な
る
べ
く
音
読
（「
唐
音
」）
を
用
い
る
べ
き
だ
と
主
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張
し
て
い
る
。
こ
の
桂
庵
玄
樹
が
加
点
し
た
訓
点
本
は
存
在
し
な
い
が
、
そ
の
具
体
的
な
訓
読
法
は
、
桂
庵
の
弟
子
、
月
渚
・
一
翁

を
経
て
文
之
玄
昌
に
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の
文
之
が
施
し
た
文
之
点（
２
）は
、
門
人
如
竹
に
よ
っ
て
京
都
で
刊
行
さ
れ
、
近
世
初
期
に
は
広

く
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
訓
読
法
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
一
馬
（
一
九
四
三
）
に
お
い
て
、

其
の
後
続
い
て
現
れ
た
諸
家
の
点
本
も
、
時
に
交
替
は
あ
っ
て
も
、
其
の
基
調
を
為
す
も
の
は
「
文
之
点
」
で
あ
り
、
之
を
遡

れ
ば
、
即
ち
「
桂
庵
点
」
で
あ
る
。 

（
一
四
五
四
頁
）

ま
た
、
中
田
祝
夫
（
一
九
七
九
）
で
も

江
戸
時
代
は
要
す
る
に
、
文
之
点
流
の
訓
読
方
法
と
伝
統
的
な
博
士
家
の
訓
読
方
法
の
対
立
混
合
の
歴
史
、
岐
陽
の
提
唱
し
た

新
し
い
訓
読
方
法
が
博
士
家
の
古
風
な
訓
法
を
圧
倒
し
て
、
広
く
世
に
普
及
し
て
行
つ
た
歴
史
で
あ
る
。 

（
一
六
七
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
世
ま
で
の
訓
読
法
と
近
世
以
降
の
訓
読
法
と
を
分
け
る
一
つ
の
分
岐
点
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う（３
）。

そ
の
後
、
近
世
に
お
け
る
漢
文
訓
読
法
は
、
太
宰
春
台
の
『
倭
読
要
領
』
に
、

薩
摩
ノ
僧
文
之
四
書
ヲ
読
ミ
、
羅
山
先
生
四
書
五
経
ヲ
読
ミ
テ
ヨ
リ
、
後
来
コ
レ
ニ
倣
フ
者
数
十
家
、
各
々
其
本
ア
リ
テ
世
ニ

行
ハ
ル 

（
巻
上
一
裏
）

と
あ
る
よ
う
に
、
様
々
な
訓
読
法
（「
○
○
点
」
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
）
が
登
場
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
近
世
は
漢
文
訓
読
の

最
盛
期
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
転
換
期
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
近
世
の
訓
読
法
は
、
近
代
の
漢
文
訓
読
体
へ
と
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
近
代
の
言
文
一
致
の
立
場
か
ら
す
る
と
、

近
代
の
漢
文
訓
読
体
、
そ
し
て
そ
の
語
法
の
も
と
に
な
っ
た
近
世
の
漢
文
訓
読
法
は
、
当
然
批
判
の
対
象
と
な
る
。
そ
こ
で
、
近
世

に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
法
の
変
遷
が
、
近
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
、
言
文
一
致
に
関
す
る
記
述
か
ら

見
て
み
た
い
。
三
種
を
引
用
す
る
。

漢
文
体
と
は
、
漢
文
へ
施
し
た
る
訓
点
よ
り
変
化
し
た
る
も
の
に
て
、
そ
の
訓
点
に
は
種
々
あ
り
ま
す
が
、
最
も
勢
力
あ
り
し

は
、
道
春
点
、
後
藤
点
、
一
斎
点
の
三
で
あ
り
ま
し
た
。
其
訓
点
に
よ
り
て
論
語
孟
子
抔
を
読
み
、
そ
の
語
路
を
覚
え
て
居
つ

て
、
自
分
に
文
章
を
書
く
時
に
も
、
そ
れ
を
用
ゐ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
さ
て
そ
の
訓
点
と
い
ふ
も
の
も
正
し
い
も
の
な
ら
ば

宜
し
か
れ
ど
、
甚
不
規
則
な
る
も
の
で
、
特
に
一
斎
点
の
如
き
は
、
極
め
て
誤
り
が
多
い
、
所
が
其
誤
り
を
其
侭
に
読
み
て
、

そ
れ
を
其
語
気
の
ま
ゝ
に
か
く
故
に
、
そ
の
文
章
も
甚
拙
劣
で
あ
り
ま
す
。

 

（
落
合
直
文
「
文
章
の
誤
謬
」（「
皇
典
講
究
所
講
演
」
十
一
、
明
治
二
十
二
〈
一
九
八
九
〉
年
・
七
・
十
五
））

道
春
点
は
出
来
得
る
だ
け
国
語
に
反
せ
ざ
る
や
う
国
語
を
く
づ
さ
ぬ
や
う
に
と
勤
め
た
る
に
、
闇
斎
点
は
や
ゝ
之
を
破
り
て
漢

文
の
都
合
を
よ
く
し
た
る
跡
見
ゆ
。
後
藤
点
は
な
ほ
一
歩
を
進
め
て
音
読
を
多
く
用
ひ
国
語
に
遠
ざ
か
る
事
ま
す
ま
す
甚
だ
し
。

一
斎
点
に
至
り
て
は
全
く
漢
文
の
奴
隷
と
為
り
て
国
語
の
為
を
ば
夢
に
も
思
は
ざ
る
が
如
し

 

（
大
和
田
建
樹
「
文
体
の
一
致
を
論
ず
」（『
国
会
』
明
治
二
十
四
〈
一
八
九
一
〉
年
・
九
・
二
十―

十
・
十
七
））
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漢
文
を
書
き
下
し
に
翻
訳
し
た
や
う
な
塩
梅
の
も
の
が
立
派
な
話
し
方
の
や
う
に
思
は
れ
、
却
て
口
で
言
ふ
言
葉
が
漢
文
を
読

み
慣
れ
た
人
に
は
頗
る
俗
に
思
は
れ
る
や
う
に
な
つ
て
来
た
、
そ
れ
が
追
々
激
し
く
な
つ
て
来
て
、
輓
近
に
至
つ
て
は
昌
平
学
校

に
佐
藤
一
斎
と
云
ふ
先
生
が
あ
つ
た
が
、
其
先
生
は
漢
文
の
読
み
方
を
成
る
た
け
簡
略
に
読
ま
せ
る
主
義
で
色
々
直
し
た
為
に
も

う
一
層
日
本
の
言
葉
を
毀
は
し
た 

（
加
藤
弘
之
「
言
文
一
致
に
就
い
て
」（『
言
文
一
致
論
集
』
明
治
三
十
四
〈
一
九
〇
一
〉
年
・
二
・
十
七
））

右
の
文
章
に
登
場
す
る
近
世
の
訓
読
法
と
し
て
は
、
道
春
点
（
林
羅
山
の
訓
読
法
）・
闇
斎
点
（
山
崎
闇
斎
の
訓
読
法
、「
嘉
点
」
と
も
）・
後

藤
点
（
後
藤
芝
山
の
訓
読
法
）・
一
斎
点
（
佐
藤
一
斎
の
訓
読
法
）
な
ど
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
道
春
点
は
「
出
来
得
る
だ
け

国
語
に
反
せ
ざ
る
や
う
国
語
を
く
づ
さ
ぬ
や
う
に
と
勤
め
た
」
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
一
斎
点
は
、「
極
め
て
誤
り
が
多
い
」「
全

く
漢
文
の
奴
隷
」「
も
う
一
層
日
本
の
言
葉
を
毀
は
し
た
」
と
非
常
に
評
判
が
悪
い
。
た
だ
し
、
右
の
記
述
で
は
、
近
世
漢
文
訓
読

語
法
の
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
で
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
と
考
え
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
次
の
大
槻
文
彦
『
広
日
本
文
典
別
記
』
は
、
文
語
文
法
の
基
準
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
序
論
に
や
や
具
体
的

な
記
述
が
あ
る
。

　
○
国
文
の
語
格
の
く
だ
け
た
る
、
支
離
滅
裂
せ
る
、
今
代
の
ほ
ど
な
る
は
あ
ら
じ
。
其
原
因
を
た
づ
ぬ
る
に
、
多
年
の
言
語
の

変
遷
に
も
因
る
べ
く
、
学
校
の
教
育
な
か
り
し
に
も
因
る
べ
し
と
い
へ
ど
も
、
其
最
大
原
因
は
、
全
く
漢
文
の
訓
点
に
あ
り
て
、

そ
の
禍
源
と
な
り
し
も
、
近
百
年
以
来
輩
出
せ
し
訓
点
に
あ
り
。

　
四
書
五
経
に
て
も
、
道
春
点
な
ど
い
ふ
も
の
は
、
訛
れ
り
し
所
な
き
に
し
も
あ
ら
ね
ど
、
な
ほ
、
古
の
菅
家
江
家
の
点
の
遺

流
を
受
け
て
、
捨
仮
名
、
振
仮
名
に
、
自
、
他
、
能
、
所
、
過
去
、
現
在
、
未
来
、
な
ど
の
語
格
依
然
と
し
て
存
せ
り
。
然
る

に
、
か
の
寛
政
の
三
助
先
生
の
頃
よ
り
し
て
、
古
訓
点
の
振
仮
名
を
捨
て
ゝ
、
専
ら
音
読
す
る
こ
と
起
り
ぬ
。
さ
る
は
、
同
訓

な
り
と
て
、
異
字
異
義
な
る
が
多
き
を
、
唯
、
訓
に
て
口
拍
子
に
覚
え
て
の
み
あ
り
て
は
、
異
字
あ
る
方
に
、
注
意
薄
く
な
り

て
、
漢
書
を
読
む
に
、
異
義
あ
る
を
混
同
し
て
解
し
、
漢
文
を
作
る
に
、
文
字
の
顚
倒
、
又
は
、
和
臭
の
用
語
な
ど
起
る
、
そ

を
防
が
む
と
し
、
矯
め
む
と
す
る
よ
り
の
わ
ざ
な
り
し
と
聞
く
。
さ
て
此
の
三
先
生
の
頃
よ
り
し
て
、
漢
学
漢
文
の
、
大
に
進

み
て
面
目
を
改
め
し
こ
と
も
著
し
。
漢
文
専
攻
の
上
に
就
き
て
は
、
さ
て
も
あ
る
べ
し
、（
音
読
す
る
の
み
に
て
、
漢
書
を
解
し
、
漢

文
を
作
ら
る
べ
き
に
も
あ
ら
ね
ど
、）
さ
れ
ど
、
こ
れ
よ
り
し
て
、
古
訓
点
と
い
ふ
も
の
は
、
破
れ
そ
め
ぬ
。

　
一
旦
破
壊
の
い
と
く
ち
を
開
き
し
よ
り
、
後
の
儒
家
の
何
点
何
点
と
い
ふ
も
の
に
い
た
り
て
は
、
古
訓
点
の
振
仮
名
も
、
捨

仮
名
も
、
甚
し
く
抹
殺
し
て
、
己
が
じ
ゝ
、
あ
ら
ぬ
も
の
に
改
め
て
、（
国
学
と
て
は
、
さ
ら
に
せ
ざ
れ
ば
、）
さ
ら
に
法
を
も
格
を

も
な
さ
ぬ
も
の
を
作
り
出
で
た
り
、
そ
の
甚
し
き
も
の
を
、
一
斎
点
な
り
と
す
。
こ
れ
ぞ
、
語
格
破
壊
の
禍
源
罪
魁
に
は
あ
る
。

こ
こ
で
も
、
道
春
点
に
つ
い
て
は
、
博
士
家
の
訓
読
法
を
受
け
継
い
で
お
り
、「
捨
仮
名
、
振
仮
名
に
、
自
、
他
、
能
、
所
、
過
去
、

現
在
、
未
来
、
な
ど
の
語
格
依
然
と
し
て
存
せ
り
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
近
世
後
半
か
ら
訓
読
法
が
次
第
に
簡
略
に
な
り
、
そ

の
最
た
る
も
の
が
、
や
は
り
「
語
格
破
壊
の
禍
源
罪
魁
」
と
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
一
斎
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
簡
略
に
な
っ
た
近
世
後
期
の
訓
読
法
の
具
体
的
な
特
徴
は
、
右
の
引
用
を
も
と
に
、

①
補
読
語
（
読
み
添
え
語
）
の
減
少

②
音
読
の
増
加
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こ
の
二
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う（４
）。（

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
で
詳
し
く
考
察
し
て
い
き
た
い
。）

こ
の
よ
う
に
、
近
世
漢
文
訓
読
の
流
れ
を
一
言
で
言
え
ば
、
博
士
家
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
前
期
ま
で
の
訓
読
法
が
、
後
期
に

な
る
に
し
た
が
っ
て
簡
略
に
な
っ
て
い
く
過
程
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
で
は
、
そ
の
前
期
と
後
期
と
の
分
岐
点
は
近

世
の
ど
の
時
期
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
槻
文
彦
に
よ
れ
ば
、「
か
の
寛
政
の
三
助
先
生
の
頃
よ
り
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書

で
は
、
荻
生
徂
徠
と
そ
の
弟
子
太
宰
春
台
が
漢
文
訓
読
自
体
を
否
定
す
る
論
を
出
し
た
時
期
に
注
目
し
、
そ
の
主
張
の
中
に
、
訓
読

の
変
化
を
お
こ
さ
せ
る
要
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
た
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
漢
文
訓
読
否
定
の
論
を
見
て
お
く
こ
と

に
す
る
。
ま
ず
荻
生
徂
徠
は
『
訓
訳
示
蒙
』
の
中
で
、

今
、
学
者
訳
文
ノ
学
ヲ
セ
ン
ト
思
ハ
ヾ
、
悉
ク
古
ヨ
リ
日
本
ニ
習
来
ル
、
和
訓
ト
云
フ
モ
ノ
ト
字
ノ
反
リ
ト
云
モ
ノ
ト
ヲ
、
破

除
ス
ベ
シ 

（
巻
一
・
三
丁
裏
）

と
述
べ
、
さ
ら
に
、『
訳
文
筌
蹄
』
初
編
巻
首
の
「
題
言
十
則
」
は
、
そ
れ
自
体
、
漢
文
訓
読
を
批
判
し
た
論
と
し
て
有
名
で
あ
る

が
、
そ
の
中
に
お
い
て
も
、

　

但た

だ
此
の
方
に
は
自
お
の
づ
から
此
の
方
の
言
語
有
り
、
中
華
に
は
自
ら
中
華
の
言
語
有
り
。
体
質
本も
と

よ
り
殊こ
と

な
り
、
何
に
由よ

り
て

吻ふ
ん
が
ふ合
せ
ん
。
是こ
こ

を
以
て
和
訓
廻
環
の
読
み
、
通
ず
べ
き
が
若
し
と
雖
も
、
実
は
牽
強
た
り
。（
中
略
）
故
に
学
者
の
先
努
は
、
唯

だ
其
の
華
人
の
言
語
に
就
き
て
、
其
の
本
来
の
面め
ん
ぼ
く目
を
識
ら
ん
こ
と
を
要
す

 

（『
荻
生
徂
徠
全
集
』
2
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
四
年
、
五
四
七
頁
）

故
に
予
れ
嘗か
つ

て
蒙
生
の
為た
め

に
学
問
の
法
を
定
む
。
先
づ
崎き
や
う陽
之
学
を
為
し
、
教
ふ
る
に
俗
語
を
以
て
し
、
誦
す
る
に
華く
わ
お
ん音
を
以

て
し
、
訳
す
る
に
此
の
方
の
俚り

ご語
を
以
て
し
て
、
和
訓
廻
環
の
読
み
を
作な

さ
し
め
ず
。 

（
同
五
五
五
頁
）

と
し
て
、「
和
訓
廻
環
の
読
み
」
で
あ
る
漢
文
の
訓
読
を
廃
し
、
直
接
漢
文
を
中
国
語
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
説
は
弟
子
の
太
宰
春
台
に
も
引
き
継
が
れ
、『
倭
読
要
領
』
で
は
、

凡
中
華
ノ
書
ヲ
読
ム
ハ
、
中
華
ノ
音
ヲ
以
テ
、
上
ヨ
リ
順
下
ニ
読
テ
、
其
義
ヲ
得
ル
ヲ
善ヨ
シ

ト
ス
レ
ド
モ
、
吾
国
ノ
人
ニ
シ
テ
、

華
音
ノ
読ヨ
ミ

ヲ
習
フ
コ
ト
容ヨ
ウ
イ易
ナ
ラ
ネ
バ
、
已ヤ
ム

コ
ト
ヲ
得
ズ
シ
テ
、
倭
語
ノ
読ヨ
ミ

ヲ
ナ
ス
ナ
リ 

（
巻
上
二
表
）

と
、
漢
文
は
本
来
「
中
華
ノ
音
ヲ
以
テ
、
上
ヨ
リ
順
下
ニ
読
」
む
の
が
望
ま
し
い
が
、「
吾
国
ノ
人
」
は
「
華
音
ノ
読ヨ
ミ

ヲ
習
フ
コ
ト

容ヨ
ウ
イ易
」
で
は
な
い
の
で
、
漢
文
訓
読
も
「
已ヤ
ム

コ
ト
ヲ
得
」
な
い
も
の
だ
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
春
台
は
同
書
の
「
顚
倒
ノ
読
文

義
ヲ
害
ス
ル
説
」
の
中
で
、

顚テ
ン
タ
ウ倒

ト
ハ
サ
カ
サ
マ
ナ
ル
ヲ
イ
フ
。
日
本
ノ
人
ノ
言
語
ハ
、
皆
サ
カ
サ
マ
ナ
リ
。
中
華
ノ
人
ハ
、「
治チ

コ
ク
ヘ
イ
テ
ン
カ

国
平
天
下
」
ト
イ
フ
ヲ
、

日
本
ノ
人
ハ
、「
国
ヲ
治
ム
、
天
下
ヲ
平
ニ
ス
」
ト
イ
フ
。
中
華
ノ
人
ハ
「
無ブ

シ

ヨ

フ

シ

所
不
至
」
ト
イ
フ
ヲ
、
日
本
ノ
人
ハ
、「
至
ラ
ザ

ル
処
ナ
シ
」
ト
イ
フ
類
ナ
リ
。
中
華
ノ
人
ノ
先サ
キ

ニ
イ
フ
コ
ト
ヲ
後
ニ
イ
ヒ
、
中
華
ノ
人
ノ
後
ニ
イ
フ
コ
ト
ヲ
先
ニ
イ
フ
。
凡
オ
ヨ
ソ

言
語
皆ミ
ナ

カ
ク
ノ
如
ク
上
下
顚
倒
ス
。（
中
略
）
今
吾
国
ノ
人
、
中
華
ノ
書
ヲ
以
テ
、
此
方
ノ
語
ト
ナ
シ
テ
、
顚
倒
シ
テ
読
ム
故
ニ
、

文
義
ヲ
害
ス
ル
コ
ト
多
シ 

（
巻
上
十
一
表
）
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と
述
べ
た
後
、
訓
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
味
が
通
じ
な
く
な
る
例
と
し
て
、「
ミ
ル
」
に
対
す
る
「
視
・
観
・
覧
・
察
」
等
の
同

訓
異
字
を
挙
げ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。（
春
台
は
、
吉
備
真
備
が
漢
文
訓
読
を
創
始
し
た
と
す
る
。）

然
レ
バ
吉
備
公
ノ
国カ

ナ字
ヲ
造
リ
、
倭
語
顚
倒
ノ
読
ヲ
創ハ
ジ
メ
ケ
ル
ハ
、
後
ノ
学
者
ニ
甘
キ
毒
ヲ
啗ク
ラ
ハ
シ
メ
タ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。
此
毒
人

ノ
骨コ
ツ
ズ
イ髄
ニ
淪シ
ヅ
ミ
テ
除
キ
ガ
タ
シ
。
若
コ
レ
ヲ
除ノ
ゾ
カ
ン
ト
オ
モ
ハ
ヾ
、
華
語
ヲ
習
フ
ニ
シ
ク
ハ
ナ
シ
。
華
語
ト
ハ
中
華
ノ
俗
語
ナ
リ
。

今
ノ
唐タ
ウ
ワ話
ナ
リ
。
サ
レ
バ
文
学
ニ
志
ア
ラ
ン
者
ハ
、
必
唐
話
ヲ
学
ブ
ベ
キ
ナ
リ 

（
巻
上
十
四
表
）

こ
の
よ
う
に
、
漢
文
訓
読
自
体
を
否
定
し
、
そ
し
て
音
読
を
多
く
用
い
て
、
な
る
べ
く
漢
文
を
漢
文
の
ま
ま
読
ん
で
い
く
と
い
う
姿

勢
は
、
ま
さ
に
①
補
読
語
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
、
②
音
読
を
多
く
用
い
る
と
い
う
、
先
に
述
べ
た
近
世
後
期
の
訓
読
法
の
特
徴

を
表
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
主
張
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
近
世
漢
文
訓
読
が
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。

さ
て
、
そ
の
一
方
で
、
近
世
後
期
に
お
い
て
も
、
前
期
の
よ
う
な
比
較
的
詳
し
い
訓
読
を
行
う
も
の
も
登
場
し
た
。
国
学
者
で
も

あ
る
鈴
木
朖あ
き
らや
、『
訓
点
復
古
』
を
著
し
た
日
尾
荊
山
の
訓
読
法
が
そ
れ
に
あ
た
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
わ
ば
「
復
古
的
な
訓
点
本
」

と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
で
は
、「
復
古
的
な
訓
点
本
」
は
、
ど
の
よ
う
な
主
張
で
訓
読
を
行
っ
た
の
か
、
そ
の
理
論
を
み

て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
日
尾
荊
山
の
『
訓
点
復
古
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

此
ニﾑフ
ル
キ
モ
ノ
シ
リ

宿シ
ユ
ク
ジ
ユ儒
有
、
常
ニ
朱
子
学
ヲ
奉
ス
。
其
四
書
集
注
ノﾑ

ソ句ク
ト
ウ読ﾑ

ド

ヲﾑﾑ

ク

授ヲシ
フ
ルル
ヲ
見
ル
ニ
、
惺
窩
羅
山
二
先
生
ノ
古
点
ヲﾑ

カ
リ
ノ
ケ

芟サ
ン
チ
ヨ除
シ
、
ヤ

ク
タ
イ
モ
無
キ
読ヨ
ミ
ク
セ癖
ヲ
作
リ
テ
、
一
家
ヲ
成ナ

サ
ン
ト
ス
。
是
則
朱
子
学
ヲ
奉
シ
テ
朱
子
ニ
背ソ
ム

ク
也
。
不
敬
ト
ヤ
云
ン
、
非
礼
ト

ヤ
云
ン
。
如
何
ト
ナ
レ
ハ
、
其
訓
点
ト
称
ス
ル
所
ノ
者
、
一
言
半
句
モ
法
ニ
カ
ナ
ハ
ズ
、
朱
子
ノ
注
意
ヲ
誤
ル
ヲ
以
也
。
况マ
シ
テ
ヤ

彼
二
先
生
ハ
、
皇
国
ノ
典フ

ミ籍
ニ
モ
明
ニ
シ
テ
、
注
釈
シ
タ
マ
ヒ
シ
モ
鮮ス
ク
ナ
カ
ラ
ズ
。
サ
レ
バ
訓
義
ノ
雅
訓
、
テ
ニ
ヲ
ハ
ノ
照カ
ケ
ア
ヒ応
、

仮カ
ナ
ヅ
カ
ヒ

名
格
等
マ
デ
、
心
ヲ
用
ヒ
玉
ハ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。（
中
略
）
後
進
ノ
学
者
、
彼
二
先
生
ノ
万
分
ガ
一
ニ
モ
及
不
、
妄ミ
タ
リ

ニ
其
訓
点

ヲ
改カ
イ
サ
ン竄
セ
シ
ヲ
、ﾑ

ツ
ヰ俛ベ

ンﾑ

シ
ヨ眉ビ

シﾑ

ウ承ヨ
ウ

睫セ
フﾑ

モ
ノ

ノ
徒ト

コ
レ
ヲ
学
ビ
、
雅
馴
ノ
訓
義
ヲ
以
テﾑ

ア
マ
リ
モ
ノ

贅ゼ
イ
イ
ウ疣
ト
シ
、
氐テ

ニ

ヲ

ハ

爾
乎
波
ヲﾑ

ケ抹
マ
ツ
キ
ヤ
ク
却
スス
。
惑マ
ド
ヘ
ル
モ
亦
甚ハ
ナ
ハ
ダ
シ
矣
。

カ
ク
テ
ハ
、
儒
者
ト
称
ス
ル
者
ニ
、
皇
国
ノ
詞
ヲ
暁サ
ト

ス
人
、
日ヒ

ヾ

ツ

キ

々
月
々
ニ
少
ク
、
古
点
モ
跡
方
ナ
ク
成
モ
ヤ
セ
ン
ト
、
最イ
ト

嘆
ナ
ゲ
カ

ハ
シ
ク
覚
ユ
ル
者
カ
ラ
、
其ﾑ

ア
ヤ
マ
リ

謬ベ
ン
バ
ウ妄
ノ
尤イ
ウ

ナ
ル
者
ヲ
挙
テ
、
此
ニ
弁ベ
ン
ハ
ク駁
ス
。（
中
略
）
或
ハ
此
書
ヲ
閲ミ

テ
、
今
点
ノ
非
ヲ
悟サ
ト
ラ
ン
人
、

立タ
チ
ド
コ
ロ
地
ニ
古
点
ニ
復
セ
ヨ
。 

（
巻
下
一
丁
表
）

同
書
中
に
「
ア
ヤ
マ
リ

謬ベ
ン
バ
ウ妄
ノ
尤イ
ウ

ナ
ル
者
」
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
語
法
は
、
明
記
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
佐
藤
一
斎
の
一
斎

点
で
、
こ
の
本
の
中
で
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
そ
の
簡
略
な
訓
読
法
（
先
に
引
用
し
た
言
文
一
致
の
論
な
ど
で
も
評
判
が
悪
か
っ
た
が
）
を

非
難
し
て
い
る
。
そ
し
て
右
の
記
述
か
ら
、
荊
山
が
訓
読
の
手
本
と
し
、「
復
古
」
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
は
近
世
初
期
の
藤
原
惺

窩
・
林
羅
山
の
訓
点
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

一
方
、
鈴
木
朖
に
は
、『
訓
点
復
古
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
改
正
読
書
点
例
』
が
あ
る
が
、
同
書
の
丹
羽
勗つ

と
むに

よ
る

「
は
し
書
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

今
漢
学
者
字
音
を
正
す
事
の
み
を
知
て
、
訓
の
さ
だ
を
忽
に
し
、
漢
語
の
意
さ
へ
た
が
は
ざ
れ
ば
、
和
訓
の
心
は
あ
た
ら
で
も

苦
し
か
ら
ず
と
思
ひ
を
る
は
、
本
末
の
弁
へ
な
く
、
御
国
の
言コ
ト
タ
マ霊
に
対
し
て
も
恐
れ
あ
る
事
な
り
。
ま
た
今
の
漢
籍
読
に
御
国
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の
古
語
の
伝
は
り
た
る
事
あ
り
。
師
の
此
書
を
読
ひ
と
、
さ
る
類
ひ
を
弁
へ
得
ば
、
漢
籍
も
亦
御
国
学
ひ
の
便
り
と
な
る
こ
と

有
べ
し
。

つ
ま
り
、
単
純
な
「
古
い
訓
読
法
へ
の
復
古
」
と
い
う
主
張
に
と
ど
ま
ら
ず
、
漢
文
の
訓
読
も
国
語
文
の
一
つ
で
あ
る
、
と
い
う
意

識
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
鈴
木
朖
の
訓
点
も
こ
の
よ
う
な
姿
勢
で
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
現
代
に
お
い

て
も
、
中
田
祝
夫
（
一
九
七
九
）
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て
る
。

国
語
に
関
心
が
深
け
れ
ば
破
格
の
訓
点
が
排
斥
さ
れ
る
こ
と
は
、
鈴
木
朗
の
論
語
参
解
（
文
政
三
年
刊
）
な
ど
に
よ
つ
て
判
明
す

る
。
彼
が
国
語
学
上
の
種
々
の
業
績
を
あ
げ
た
あ
と
の
刊
行
に
な
る
も
の
だ
け
に
、
江
戸
末
期
の
極
端
な
訓
点
の
盛
行
す
る
中

に
あ
つ
て
、
よ
く
純
正
さ
を
守
り
得
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。 

（
一
七
三
頁
）

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
近
世
に
登
場
す
る
様
々
な
訓
読
法
は
、〈
前
期
の
訓
点
本
〉〈
後
期
の
訓
点
本
〉
そ
し
て
〈
復
古
的
な
訓

点
本
〉
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
属
す
る
訓
点
本
の
う
ち
、
本
書
で
扱
う
も
の
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

二　
近
世
に
現
れ
た
訓
読
法

そ
れ
ぞ
れ
の
訓
読
法
の
特
徴
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
章
以
降
で
具
体
的
に
述
べ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
先
行
研

究
等
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
読
法
の
特
徴
と
加
点
者
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

〈
前
期
の
訓
点
本
〉

○
文
之
点

　

前
述
の
よ
う
に
、
文
之
玄
昌
（
一
五
五
五
〜
一
六
二
〇
）
は
、
桂
庵
玄
樹
の
系
統
に
つ
な
が
り
、
そ
の
た
め
文
之
点
は
桂
庵
玄

樹
の
訓
読
法
を
良
く
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

○
道
春
点

　

江
戸
時
代
は
、
幕
府
が
官
学
と
し
て
儒
学
を
奨
励
し
た
た
め
、
漢
学
が
非
常
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
の
基
礎
を
築
い
た
の

が
、
幕
府
の
儒
官
で
あ
っ
た
林
羅
山
（
一
五
八
三
〜
一
六
五
七
、
名
は
信
勝
、
剃
髪
し
て
道
春
）
で
あ
る
。
羅
山
は
清
原
家
の
家
学
を

学
ん
で
い
る
の
で
、
当
然
そ
の
訓
読
法
も
博
士
家
の
影
響
を
受
け
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
四
書
新

注
の
公
開
講
義
を
行
い
、
舟
橋
秀
賢
（
一
五
七
五
〜
一
六
一
四
）
か
ら
非
難
を
受
け
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
道
春
点
は
、

博
士
家
の
伝
統
的
な
訓
読
法
に
沿
い
つ
つ
も
、
新
注
に
よ
る
桂
庵
式
の
訓
読
法
を
も
取
り
入
れ
た
部
分
も
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
道
春
点
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
訓
点
の
代
表
格
と
し
て
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
時
代
が
下
る
と
、
名
前
こ
そ
「
道
春
点
」
と
は
称
し
て
い
な
が
ら
、
林
羅
山
が
加
点
し
た
初
期
の
も
の
と
は
異
な
る
も
の
、

そ
れ
も
、
そ
の
時
代
の
訓
読
法
の
流
行
に
合
わ
せ
た
も
の
が
登
場
し
て
く
る（５
）。

つ
ま
り
、
道
春
点
は
、
近
世
の
『
四
書
集
註
』

訓
読
に
お
け
る
代
表
的
存
在
で
あ
り
、
ま
た
範
と
さ
れ
て
も
い
た
の
で
あ
る
。

○
石
斎
点

　

鵜
飼
石
斎
（
一
六
一
五
〜
一
六
六
四
、
名
は
信
之
、
字
は
子
直
）
は
藤
原
惺
窩
門
下
の
那
波
活
所
の
門
人
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
藤
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原
惺
窩
の
訓
読
法
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
点
で
も
石
斎
点
は
注
目
さ
れ
る
。
石
斎
点
の
訓
読
法
の
特
徴
は
、
鈴
木
直
治
（
一

九
七
五
）
に
よ
る
と
、
道
春
点
が
基
礎
的
な
初
級
向
き
の
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
石
斎
点
は
中
級
上
級
向
き
の
も
の
で
あ

り
、「
原
文
に
即
し
て
、
か
つ
、
簡
潔
に
読
む
こ
と
に
努
め
て
い
る
も
の
」
と
さ
れ
る
。

○
嘉
点

　
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
八
〜
一
六
八
六
、
名
は
嘉
、
通
称
嘉
右
衛
門
、
字
は
敬
義
、
別
号
は
垂
加
）
の
嘉
点
も
か
な
り
広
く
普
及
し
て
い
た

よ
う
で
、
そ
の
特
徴
は
、
中
田
祝
夫
（
一
九
七
九
）
に
よ
る
と
、「
新
注
と
古
点
と
の
適
度
の
融
合
で
、
両
派
の
意
見
が
折
衷
さ

れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
な
お
、
太
宰
春
台
の
『
倭
読
要
領
』
に
、「
山
崎
氏
」
を
非
難
す
る
記
述
が
出
て
く
る

が
（
第
一
章
注
（
3
）
参
照
）、
こ
の
「
山
崎
氏
」
が
山
崎
闇
斎
を
指
す
の
か
ど
う
か
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

○
仁
斎
点

　

伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七
〜
一
七
〇
五
、
名
は
維
楨
、
は
源
佐
、
別
号
は
棠
隠
）
は
、
古
義
学
を
唱
え
、『
論
語
』
も
新
注
に
拠
ら
ず
独

自
に
解
釈
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
訓
読
し
て
い
る
の
で
、
時
に
他
の
訓
点
本
と
読
み
方
の
違
い
が
生
ず
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の

訓
読
法
は
や
や
簡
潔
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
春
台
な
ど
に
比
べ
る
と
古
形
を
保
っ
て
い
る
。

○
惕
斎
点

　
中
村
惕
斎
（
一
六
二
九
〜
一
七
〇
三
、
名
は
之
欽
、
字
は
敬
甫
、
通
称
は
七
左
衛
門
・
仲
二
郞
）
の
惕
斎
点
は
、
漢
字
に
対
す
る
振
り
仮

名
が
非
常
に
詳
細
で
、
さ
ら
に
濁
音
を
表
記
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、
近
世
前
期
に
あ
っ
て
も
か
な
り
擬
古
的
な
特

徴
を
有
し
て
い
る
。

〈
後
期
の
訓
点
本
〉

○
春
台
点

　
太
宰
春
台
（
一
六
六
〇
〜
一
七
四
七
、
名
は
純
、
通
称
弥
右
衛
門
、
字
は
徳
夫
）
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
師
の
荻
生
徂
徠
の
意
見

を
受
け
、
和
訓
と
「
顚
倒
」
と
を
否
定
し
た
。
実
際
、
春
台
の
『
論
語
古
訓
正
文
』
で
も
、
音
読
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

○
後
藤
点

　

後
藤
芝
山
（
一
七
二
一
〜
一
七
八
二
、
名
は
世
鈞
、
字
は
守
中
、
通
称
は
弥
兵
衛
）
は
林
家
の
家
塾
に
学
び
、
後
藤
点
の
『
四
書
集

註
』
は
「
林
家
正
本
」
と
し
て
広
ま
っ
た
。
し
か
も
幕
府
の
寛
政
異
学
の
禁
の
た
め
、
後
藤
点
が
「
素
読
吟
味
」
の
基
準
と

し
て
使
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
前
期
の
訓
点
本
の
代
表
が
道
春
点
で
あ
る
な
ら
ば
、
近
世
後
期
の
代
表
格
は
こ
の
後

藤
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

○
山
子
点

　

片
山
兼
山
（
一
七
三
〇
〜
一
七
八
二
、
名
は
世
璠
、
字
は
叔
瑟
、
通
称
東
造
）
は
最
初
徂
徠
学
を
学
ん
だ
が
、
の
ち
に
こ
れ
を
批
判
し
、

漢
宋
諸
家
の
説
を
折
衷
し
て
一
家
を
な
し
た
。
そ
の
訓
読
法
を
「
山
子
点
」
と
称
し
、
音
読
を
多
く
用
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
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○
冢
田
点

　

冢
田
大
峰
（
一
七
四
五
〜
一
八
三
二
、
名
は
虎
、
通
称
多
門
）
は
尾
張
藩
明
倫
堂
の
督
学
と
な
っ
た
。
中
田
祝
夫
（
一
九
七
九
）
に
、

「
春
台
以
降
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
強
く
語
格
を
破
つ
た
の
は
塚
田
大
峰
で
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
冢
田
点
も
音
読
の
傾
向

が
強
い
。

○
一
斎
点

　

佐
藤
一
斎
（
一
七
七
二
〜
一
八
五
九
、
名
は
坦
、
字
は
大
道
、
通
称
は
幾
久
蔵
、
ま
た
捨
蔵
）
は
昌
平
黌
の
儒
官
を
勤
め
、
多
く
の
藩

に
招
か
れ
て
、
門
人
も
多
く
有
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
一
斎
点
は
、
後
藤
点
と
と
も
に
明
治
以
降
も
版
を
重
ね
て
い
る
。

ま
た
、
一
斎
点
の
影
響
を
受
け
、
一
斎
点
の
訓
読
法
に
な
ら
う
訓
点
本
も
み
ら
れ
る
。
天
保
八
年
重
刊
の
『
小
松
版
四
書
集

註
』、
藤
井
柳
所
（
？
〜
一
八
六
七
、
名
は
穆
、
通
称
又
蔵
。
盛
岡
藩
儒
）
加
点
に
よ
る
『
盛
岡
蔵
版
論
語
』（
藩
校
明
義
堂
か
ら
出
版
）、

そ
し
て
一
斎
の
弟
子
に
あ
た
る
吉
村
秋
陽
（
一
七
九
七
〜
一
八
六
六
、
名
は
晋
、
字
は
麗
明
、
通
称
は
重
介
）
の
秋
陽
点
な
ど
が
そ
れ

に
あ
た
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
あ
ま
り
に
も
機
械
的
で
簡
潔
な
訓
読
法
に
は
批
判
も
多
か
っ
た
こ
と
は
先
に
引
用
し

た
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
一
斎
点
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
で
詳
し
く
扱
う
。

〈
復
古
的
な
訓
点
本
〉

○
鈴
木
点

　
鈴
木
朖
（
一
七
六
四
〜
一
八
三
七
、
号
は
離
屋
）
は
徂
徠
学
と
国
学
を
学
び
、
晩
年
は
尾
張
藩
校
明
倫
堂
教
授
並
と
な
っ
た
。
日

本
語
の
研
究
者
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、
そ
の
著
に
『
言
語
四
種
論
』『
活
語
断
続
譜
』
な
ど
が
あ
る
。

○
日
尾
点

　

日
尾
荊
山
（
一
七
八
九
〜
一
八
五
九
、
名
は
瑜
、
字
は
徳
光
、
通
称
多
門
・
宗
右
衛
門
）
は
『
訓
点
復
古
』
を
著
し
た
。
前
述
の
よ
う

に
、
一
斎
点
の
簡
潔
な
訓
読
法
を
批
判
し
、
藤
原
惺
窩
・
林
羅
山
の
訓
読
法
に
「
復
古
」
す
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、

実
際
の
訓
読
法
は
、
初
期
の
道
春
点
ま
で
は
戻
っ
て
は
い
な
い
。

三　
近
代
漢
文
訓
読
体

近
世
漢
文
訓
読
語
法
は
、
明
治
以
降
の
漢
文
訓
読
体
の
文
章
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
近
世
の
ど
の
よ
う
な
訓
読
法
が
、
ど
の

よ
う
に
近
代
の
漢
文
訓
読
体
に
引
き
継
が
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
以
降
で
詳
し
く
論
じ
て
い
く
が
、
ま
ず
こ
こ
で
は
、
そ

の
前
提
と
な
る
背
景
、
す
な
わ
ち
、
ま
だ
言
文
一
致
が
完
成
し
て
い
な
い
明
治
初
期
に
お
い
て
、
漢
文
訓
読
体
と
い
う
「
型
」
が
ど

の
よ
う
に
享
受
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
明
治
以
降
に
お
い
て
、『
佳
人
之
奇
遇
』『
欧
州
奇
事
花
柳
春
話
』
を
は
じ
め
と
す
る
、
漢
文
訓
読
体
で
書
か
れ
た

小
説
は
多
く
の
読
者
に
支
持
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
具
体
的
な
例
と
し
て
よ
く
引
か
れ
る
の
が
、
徳
富
健
次
郎
『
黒
い
目
と
茶
色
の
目
』

で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、『
佳
人
之
奇
遇
』
が
同
志
社
の
寄
宿
生
の
間
で
人
気
を
博
し
て
い
た
こ
と
を
表
す
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
其
頃
佳
人
之
奇
遇
と
云
ふ
小
説
が
出
て
、
字
を
読
む
程
の
者
は
読
ま
ぬ
者
は
な
か
つ
た
。

　
　
佳
人
之
奇
遇
の
華は

麗で

な
文
章
は
協
志
社
に
も
盛
に
愛
読
さ
れ
、
中
に
数
多
い
典
麗
な
漢
詩
は
大
抵
暗
記
さ
れ
た
。

　

朗
々
と
吟
ず
る
時
は
、
寮
々
の
硝
子
窓
毎
に
射
す
ラ
ン
プ
の
光
も
静
に
予
習
の
黙
読
に
余
念
の
な
い
三
百
の
青
年
ぶ
る

く
と
身
震
ひ
し
て
引
き
入
れ
ら
れ
る
や
う
に
聞
き
惚
れ
る
の
で
あ
つ
た
。
木
版
片
仮
名
ま
じ
り
の
字
の
大
き
い
藍
色
の
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表
紙
を
つ
け
た
和
綴
の
其
本
は
、
協
志
社
で
も
其
処
此
処
の
テ
ー
ブ
ル
に
の
つ
て
居
た
。

 

（
岩
波
文
庫
版
使
用
、
一
九
三
九
・
三
、
九
五
〜
九
七
頁
）

ま
た
、
亀
井
秀
雄
（
一
九
八
三
）
や
小
森
陽
一
（
一
九
八
八
）
は
、
近
代
の
漢
文
訓
読
体
を
、
福
地
源
一
郎
の
用
語
を
用
い
て
「
棒
読

風
」
漢
文
体
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
の
文
体
が
読
者
に
与
え
た
効
果
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
後
述

の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
読
者
に
好
ま
れ
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
小
森
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

立
身
出
世
を
め
ざ
し
て
都
会
に
集
ま
り
、「
俗
語
」
で
書
か
れ
た
恋
愛
譚
＝
人
情
本
に
よ
る
感
情
教
育
を
経
た
書
生
た
ち
は
、

『
花
柳
春
話
』
の
中
に
自
分
た
ち
の
理
想
と
決
意
を
綴
る
文ス
タ
イ
ル体
＝
「
棒
読
風
」
漢
文
体
に
よ
っ
て
形
象
化
さ
れ
た
、
理
想
的
な

愛
の
世
界
を
発
見
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
立
身
出
世
と
理
想
的
恋
愛
の
成
就
と
い
う
、
書
生
た
ち
に
と
っ
て
の
二
つ
の
大
き
な
夢

が
、『
花
柳
春
話
』
と
い
う
小
説
に
お
い
て
「
棒
読
風
」
の
漢
文
体
に
よ
っ
て
実
体
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

（
九
一
頁
）

さ
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
最
も
特
徴
的
な
点
は
、「
著
者
の
こ
と
ば
」（
地ぢ

）
も
「
他
者
の
こ
と
ば
」（
詞こ
と
ば）
も
、
同
一
の
文ス
タ
イ
ル体
＝

「
棒
読
風
」
の
漢
文
体
で
綴
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）「
棒
読
風
」
の
漢
文
体
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
作
品
に
お

い
て
は
、「
著
者
の
こ
と
ば
」
と
主
人
公
の
「
詞こ
と
ば
」（
他
者
の
こ
と
ば
）
は
原
理
的
に
同
一
の
も
の
と
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

ら
の
作
品
は
一
つ
の
調
子
で
高
ら
か
に
「
棒
読
」
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
も
よ
く
享
受
さ
れ
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て
読
者
は
、
矛
盾
な
く
主
人
公
と
自
己
同
一
化
し
、
理
想
的
な
自
己
像
を
、
彼
を
通
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

 

（
九
二
頁
）

そ
し
て
一
方
亀
井
は
、

か
れ
ら
の
漢
文
訓
読
体
は
、
伝
統
的
な
和
文
脈
の
表
現
に
固
有
な
身
分
関
係
的
な
（
敬
語
法
的
な
）
感
性
を
否
定
し
、
こ
れ
を
克

服
す
る
役
割
を
果
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

（
三
五
頁
）

棒
読
体
に
近
い
そ
の
文
体
は
、
た
だ
「
本
邦
今
世
ノ
文
ニ
倣
ヒ
」
と
い
う
単
純
な
理
由
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い

が
、
結
果
的
に
は
、
身
分
関
係
的
な
感
性
を
遮
断
し
た
文
体
の
お
か
げ
で
、
そ
の
異
性
と
の
関
係
を
あ
く
ま
で
も
対
等
の
人
間

的
連
帯
と
し
て
貫
ぬ
こ
う
と
す
る
構
想
が
実
現
で
き
、
人
情
本
的
な
恋
愛
観
の
変
革
を
な
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

 

（
四
二
頁
）

右
の
よ
う
に
、
対
等
（
身
分
関
係
、
ま
た
異
性
関
係
に
お
い
て
）
な
人
間
関
係
を
意
識
さ
せ
る
と
い
う
効
果
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、

漢
文
訓
読
体
と
い
う
伝
統
的
な
型
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、「
棒
読
風
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
簡
略

な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
漢
文
訓
読
体
と
い
う
型
が
こ
の
よ
う
な
効
果
を
与
え
る
前
提
と
し
て
、
当

時
の
作
者
（
訳
者
）
と
読
者
と
の
間
に
共
通
に
有
す
る
何
か
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
福
地
源
一
郎
が

維
新
以
来
廟
堂
の
上
に
立
て
枢
機
に
当
れ
る
元
勲
諸
公
の
如
き
若
く
は
文
壇
に
立
て
新
日
本
の
文
物
を
勧
奨
せ
る
諸
先
覚
の
如

き
大
抵
旧
日
本
の
頃
に
は
学
生
に
て
実
用
文
体
に
も
慣
れ
ず
其
体
段
を
も
心
得
ず
専
ら
漢
籍
（
若
く
は
洋
書
）
を
読
み
其
文
を
喜

べ
る
人
々
な
り
け
れ
ば
通
俗
体
の
不
雅
な
る
よ
り
は
漢
文
体
の
高
尚
な
る
を
愛
し
自
ら
も
其
体
を
書
き
人
に
も
亦
其
体
を
書
し
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め
た
る
こ
と 

（
福
地
源
一
郎
「
明
治
今
日
の
文
章
」（『
国
民
之
友
』
二
〇
四―

二
〇
八
、
明
治
二
十
六
〈
一
八
九
三
〉
年
））

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
作
者
（
訳
者
）
で
あ
り
、
ま
た
読
者
で
あ
っ
た
当
時
の
知
識
人
が
漢
学
の
教
育
を
受
け
て

い
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。『
佳
人
之
奇
遇
』
の
著
者
東
海
散
士
（
柴
四
朗
）
は
、
会
津
藩
校
日
新
館
で
漢
学
を
学
ん
で
お

り
、『
欧
洲
奇
事
花
柳
春
話
』
の
訳
者
丹
羽
純
一
郎
も
、
幼
少
時
は
未
詳
だ
が
、
長
じ
て
後
十
八
才
で
昌
平
黌
及
び
高
知
致
道
館
に

留
学
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
漢
学
の
教
育
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
初
学
の
段
階
で
行
わ
れ
る
「
素
読
」
と
い
う
学
習
形
態
が
与

え
た
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
素
読
で
は
、
訓
読
さ
れ
た
漢
文
の
暗
誦
に
主
た
る
目
的
が
置
か
れ
、
前
田
愛
（
一
九
九
三
）
が
、

漢
籍
の
素
読
は
こ
と
ば
の
ひ
び
き
と
リ
ズ
ム
と
を
反
復
復
誦
す
る
操
作
を
通
じ
て
、
日
常
の
こ
と
ば
と
は
次
元
を
異
に
す
る
精

神
の
こ
と
ば―

漢
語
の
形
式
を
幼
い
魂
に
刻
印
す
る
学
習
課
程
で
あ
る
。
意
味
の
理
解
は
達
せ
ら
れ
な
く
と
も
文
章
の
ひ
び

き
と
リ
ズ
ム
の
型
は
、
殆
ど
生
理
と
化
し
て
体
得
さ
れ
る
。
や
や
長
じ
て
か
ら
の
講
読
や
輪
読
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
知
識
が

形
式
を
充
足
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
素
読
の
訓
練
を
経
て
ほ
ぼ
同
質
の
文
章
感
覚
と
思
考
形
式
と
を
培
養
さ
れ
た
青
年
た
ち

は
、
出
身
地
・
出
身
階
層
の
差
異
を
超
え
て
、
同
じ
知
的
選エ
リ
ー
ト良
に
属
す
る
者
同
士
の
連
帯
感
情
を
通
わ
せ
合
う
こ
と
が
可
能
に

な
る
。 

（
一
八
一
頁
）

と
指
摘
す
る
よ
う
に
型
と
し
て
の
漢
文
訓
読
体
を
身
に
つ
け
る
学
習
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
を
初
学
の
段
階
で
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
文
章
の
共
通
基
盤
が
知
識
人
達
の
中
に
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
東
海
散
士
も
丹
羽
純
一
郎
も
著
作
・
翻
訳
と
い
う
文
章
化
の

段
階
で
、
素
読
に
よ
っ
て
身
に
つ
い
た
漢
文
訓
読
体
と
い
う
「
型
」
を
選
択
し
た
の
で
あ
る（６
）。

本
書
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
そ
の
「
型
」
が
近
世
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
ま
た
近
代
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か
、

そ
し
て
そ
の
具
体
的
な
姿
に
つ
い
て
で
あ
る
。
な
お
、「
型
」
と
近
代
日
本
語
と
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
終
章
で
あ
ら
た
め
て
と
り

あ
げ
る
。

四　
漢
文
訓
読
と
蘭
学
・
英
学

一
方
、
漢
文
訓
読
は
、
近
世
お
よ
び
近
代
初
期
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
・
英
語
の
学
習
・
翻
訳
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
も
と

も
と
漢
文
訓
読
は
、
漢
文
と
い
う
外
国
語
に
対
し
て
、
原
文
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
、
そ
こ
に
数
種
の
文
字
や
符
号
を
加
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
日
本
語
へ
と
変
換
す
る
翻
訳
法
で
あ
る
。
漢
文
訓
読
に
慣
れ
た
江
戸
時
代
の
知
識
人
に
と
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
・
英
語
と
い

う
外
国
語
を
日
本
語
に
直
し
て
い
く
際
に
、
漢
文
訓
読
的
な
手
法
が
利
用
さ
れ
、
漢
文
訓
読
の
語
法
が
使
用
た
の
は
ご
く
自
然
な
こ

と
で
あ
っ
た（７
）。
本
書
で
も
第
五
章
な
ど
で
具
体
的
に
論
じ
て
い
く
が
、
こ
こ
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
・
英
語
の
学
習
に
対
し
て
「
漢
文

訓
読
」
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
蘭
学
の
租
と
も
言
え
る
青
木
昆
陽
（
一
六
九
八
〜
一
七
六
九
）
は
、『
和
蘭
話
訳
』（
寛
保
三
〈
一
七
四
三
〉
年
成
立
）
に
お
い
て
、
オ

ラ
ン
ダ
語
に
つ
い
て
「
其
言
語
我
国
ノ
言
語
ニ
比
ス
レ
バ
甚
ダ
倒
シ
」（
一
一
頁
）
と
、
日
本
語
と
は
語
順
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
次
に
、『
解
体
新
書
』
の
事
実
上
の
翻
訳
者
で
あ
っ
た
前
野
良
沢
（
一
七
二
三
〜
一
八
〇
三
、
号
は
蘭
化
）
で
あ
る
が
、
杉
本
つ

と
む
（
一
九
九
一
）
に
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

『
解
体
新
書
』
翻
訳
と
そ
の
中
心
人
物
、
前
野
蘭
化
の
語
学
力
を
精
査
し
て
み
た
と
き
、
あ
く
ま
で
も
ベ
イ
ス
は
漢
文
訓
読
法

で
あ
っ
て
、
訓
点
を
ほ
ど
こ
し
て
、
訳
文
を
作
成
し
て
い
る
の
み
、
文
法
に
は
ほ
と
ん
ど
無
知
で
、
ま
っ
た
く
無
手
勝
流
と
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い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

（
三
八
三
頁
）

そ
の
良
沢
の
『
和
蘭
訳
筌
』
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
翻
訳
方
法
が
「
蘭
化
亭
訳
文
式
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

凡
、
翻
訳
ヲ
為
ス
者
、
宜
先
線
字
ヲ
用
テ
、
原
文
ヲ
謄
写
ス
ベ
シ
。
次
ニ
、
毎
言
下
訳
字
ヲ
記
ス
。（
中
略
）
次
ニ
甲
乙
等
小
字

鈴
ヲ
附
シ
テ
、
語
路
ヲ
指
点
ス
ベ
シ
。 

（『
洋
学　
上
』
日
本
思
想
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
、
一
二
〇
頁
）

と
い
う
よ
う
に
、
ま
さ
に
漢
文
訓
読
を
応
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
に
掲
げ
ら
れ
た
実
例
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
一
語
一
語
の
下

に
、
そ
の
訳
語
と
、
語
順
を
示
す
記
号
（
甲
乙
丙
…
の
十
干
、
十
一
語
以
上
の
場
合
に
は
、
そ
れ
に
十
二
支
が
加
わ
る
）
が
付
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
大
槻
玄
沢
（
一
七
五
七
〜
一
八
二
七
）
の
『
蘭
学
階
梯
』（
天
明
八
〈
一
七
八
八
〉
年
刊
）
に
な
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
語
学
習
方
法
が

具
体
的
に
詳
し
く
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
先
ヅ
初
メ
ハ
、
怠
リ
無
ク
単ヒ
ト

ヘ
ナ
ル
言コ
ト
バ辞
ヲ
多
ク
記
臆
ス
ベ
シ
」

と
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
単
語
を
集
め
た
小
冊
子
を
作
る
こ
と
を
す
す
め
、
次
に
下
巻
「
訳
辞
」
の
項
で
、

其
書
ヲ
読
ミ
習
ヒ
、
従
テ
其
義
ヲ
解
セ
ン
ト
思
ハ
ヾ
、
先
ヅ
初
ノ
内
ハ
、
釈
辞
ノ
書
中
ニ
記
ス
ル
註
釈
ノ
成
語
カ
、
又
他
ノ
書

中
ヨ
リ
ナ
リ
ト
モ
、
短
キ
文
ヲ
抄ヌ
キ
イ
ダ出
シ
、
訓
訳
ヲ
施
ス
ベ
シ
。
其
法
ハ
、
即
チ
、
其
文
ノ
毎
語
ノ
傍
ヘ
、
右
ノ
書
キ
集
メ
タ
ル

小
冊
ノ
中
ヨ
リ
拾
ヒ
取
テ
、
其
訳
字
ヲ
施
ス
ベ
シ
。 
（『
洋
学　
上
』
日
本
思
想
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
、
三
五
八
頁
）

と
、
一
つ
一
つ
の
単
語
に
対
し
て
、
先
に
作
成
し
た
単
語
集
を
も
と
に
、
訳
を
付
け
る
と
い
う
段
階
が
示
さ
れ
、
そ
し
て
さ
ら
に
語

順
を
「
顚
倒
」
さ
せ
て
解
釈
し
て
い
く
こ
と
が
「
訳
章
」
の
項
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

其
文
、
毎
語
訳
字
ヲ
加
フ
ル
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
支
那
ノ
書
ヲ
和
読
ス
ル
意こ
こ

ロ
持も
ち

ニ
テ
、
顚
倒
ヲ
用
ヒ
テ
読
ミ
解
セ
ザ
レ
バ
、
通
ゼ

ヌ
ナ
リ
。
是
ハ
当ムカ
シ
ヨ
リ
時
ノ
旧き
う
せ
ん染
ニ
シ
テ
、
已
ム
事
ヲ
得
ザ
ル
所
ナ
リ
。
支
那
ノ
直
行
右
読
、
和
蘭
ノ
横
行
左
読
ハ
、
其
法
縦
横
ノ

差
ヒ
ナ
レ
ド
モ
、
顚
倒
セ
ズ
シ
テ
義
理
ノ
通
ズ
ル
ハ
同
コ
ト
ナ
リ 

（
同　
三
五
九
頁
）

つ
ま
り
、
前
野
良
沢
と
同
じ
く
、
漢
文
訓
読
の
手
法
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
よ
う
な
漢
文
訓
読
の
手
法

を
用
い
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
学
習
方
法
は
、
藤
林
普
山
（
一
七
八
一
〜
一
八
三
六
）
の
『
蘭
学
逕
』（
文
化
七
〈
一
八
一
〇
〉
年
刊
）、
総
摂
館

『
訓
点
和
蘭
文
典
』（
安
政
四
〈
一
八
五
七
〉
年
刊
）
な
ど
に
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
に
は
『
ウ
ヰ
ル
ソ
ン
氏
第
弐
リ
ー
ド
ル
独
案
内
』（
馬
場

栄
久
・
細
井
僖
吉
合
訳
、
随
時
書
房
、
明
治
十
八
〈
一
八
八
五
〉
年
）
な
ど
の
よ
う
な
幕
末
以
降
の
英
語
の
学
習
に
も
利
用
さ
れ
て
い
く
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
漢
文
訓
読
的
な
手
法
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
学
習
、
そ
し
て
翻
訳
に
と
っ
て
必
ず
し
も
最
善
で
は
な
い
と
の
意

識
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
先
に
引
用
し
た
『
蘭
学
階
梯
』「
訳
章
」
の
文
章
中
に
は
、「
是
ハ
当ムカ
シ
ヨ
リ
時
ノ
旧き
う
せ
ん染
ニ
シ
テ
、
已
ム
事
ヲ
得
ザ
ル

所
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
け
ら
れ
る
。

功
ヲ
積
テ
、
助
語
ノ
意
ヲ
自
然
ニ
解
シ
得
レ
バ
、
顚
倒
セ
ズ
シ
テ
モ
発
悟
ス
ル
ナ
リ
。（
中
略
）
是
、
唐
音
ニ
テ
書
ヲ
読
ム
ニ
、

上
ヨ
リ
下
ヘ
順
直
ニ
読
ミ
下
シ
テ
、
其
義
通
ズ
ル
ト
同
ジ
キ
理
ニ
テ
、
却
テ
其
義
ヲ
明
白
ニ
解
シ
得
ル
コ
ト
、
顚
倒
シ
テ
読
ム

ニ
勝
ツ
テ
、
言
外
ノ
意
味
ア
リ
。
元
来
、
彼
方
ノ
言
辞
遥
ニ
別
ナ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
蘭
語
ヲ
悉
ク
倭
語
・
漢
語
ト
ナ
シ
テ
読
ン
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ト
ス
レ
バ
、
却
テ
其
義
ヲ
失
フ
コ
ト
多
シ
。 

（
同　
三
五
九
頁
）

玄
沢
の
右
の
記
述
の
中
に
も
「
唐
音
ニ
テ
書
ヲ
読
ム
ニ
、
上
ヨ
リ
下
ヘ
順
直
ニ
読
ミ
下
シ
テ
、
其
義
通
ズ
ル
ト
同
ジ
キ
理
ニ
テ
」

と
、
漢
文
訓
読
へ
の
言
及
が
み
ら
れ
る
が
、「
語
順
を
変
え
て
解
釈
す
る
手
法
に
頼
ら
ず
音
読
で
直
読
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
」
と

い
う
主
張
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
漢
文
の
世
界
に
お
い
て
も
既
に
示
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
節　

本
書
で
使
用
す
る
資
料

本
書
で
使
用
す
る
江
戸
時
代
の
訓
点
本
お
よ
び
漢
語
文
典
等
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
蘭
学
・
英
学
関
係
資
料
、

近
代
漢
文
訓
読
体
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
紹
介
し
て
い
く
。

一　
江
戸
時
代
の
漢
文
訓
読
資
料

本
書
に
お
い
て
は
、
調
査
対
象
の
資
料
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
比
較
的
よ
く
読
ま
れ
、
様
々
な
訓
点
本
が
存
在
し
て
い
る

『
論
語
』
を
使
用
し
た
。
章
に
よ
っ
て
は
、『
論
語
』
以
外
の
漢
籍
を
使
用
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
そ
の
都
度
紹

介
す
る
。（
先
に
述
べ
た
分
類
に
よ
り
、「
前
期
（
の
資
料
）」「
後
期
（
の
資
料
）」「
復
古
（
的
な
資
料
）」
に
分
け
て
記
し
た
。
ま
た
順
番
は
、
刊
行
年
を

も
と
に
、
加
点
者
の
生
没
年
を
加
味
し
て
並
べ
て
あ
る
。）

期前

文
之
点

大
魁
四
書
集
註　
文
之
玄
昌
点　
寛
永
九
〈
一
六
三
二
〉
年
刊

道
春
点
Ａ

四
書
集
註　
林
羅
山
点　
寛
文
四
〈
一
六
六
四
〉
年
刊

道
春
点
Ｂ

（
寛
政
改
正
）
四
書
集
註　
寛
政
元
〈
一
七
八
九
〉
年
刊

石
斎
点

四
書
集
註
大
全　
鵜
飼
石
斎
点　
慶
安
四
〈
一
六
五
一
〉
年
跋
刊

嘉　
点

四
書
集
註　
山
崎
闇
斎
点　
明
和
五
〈
一
七
六
八
〉
年
刊
（
寛
政
七
〈
一
七
九
五
〉
年
修
）

仁
斎
点

論
語
古
義　
伊
藤
仁
斎
点　
正
徳
二
〈
一
七
一
二
〉
年
刊

惕
斎
点

四
書
示
蒙
句
解　
中
村
惕
斎
点　
享
保
四
〈
一
七
一
九
〉
年
刊
（
寛
政
二
〈
一
七
九
〇
〉
年
修
）

期後

春
台
点

論
語
古
訓
正
文　
太
宰
春
台
点　
宝
暦
四
〈
一
七
五
四
〉
年
刊

後
藤
点

（
新
刻
改
正
）
四
書
集
註　
後
藤
芝
山
点　
寛
政
六
〈
一
七
九
四
〉
年
刊

道
春
点
Ｃ

（
文
化
改
正
）
四
書
集
註　
文
化
七
〈
一
八
一
〇
〉
年
再
版

山
子
点

論
語
正
文　
片
山
兼
山
点　
天
保
九
〈
一
八
三
八
〉
年
刊

冢
田
点

冢
註
論
語　
冢
田
大
峰
点　
天
明
四
〈
一
七
八
四
〉
年
刊

一
斎
点

（
林
家
正
本
）
四
書
集
註　
佐
藤
一
斎
点　
文
政
八
〈
一
八
二
五
〉
年
跋

小
松
版

（
小
松
版
）
四
書
集
註　
天
保
八
〈
一
八
三
七
〉
年
重
刊



sam
ple

����

序章　近世・近代の言語文化と漢文訓読

林
羅
山
の
訓
読
「
道
春
点
」
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
訓
点
の
代
表
格
と
し
て
江
戸
時
代
を
通
じ
て
出
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
時
代
が
下
る
と
、
名
前
こ
そ
「
道
春
点
」
と
は
称
し
て
い
な
が
ら
、
林
羅
山
が
加
点
し
た
初
期
の
も
の
と
は
異
な

る
も
の
、
そ
れ
も
、
そ
の
時
代
の
訓
読
法
の
流
行
に
合
わ
せ
た
も
の
が
登
場
し
て
く
る
。
そ
こ
で
、
表
に
は
、「
道
春
点
Ａ
」
か
ら

「
道
春
点
Ｅ
」
の
五
種
類
を
あ
げ
、
調
査
し
て
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
道
春
点
Ａ
」「
道
春
点
Ｂ
」
が
前
期
の
資
料
に
入
り
、「
道
春
点

Ｃ
」
は
名
前
こ
そ
道
春
点
で
は
あ
る
も
の
の
、
後
藤
点
と
非
常
に
よ
く
似
た
訓
読
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
道
春
点
Ｄ
」「
道
春
点

Ｅ
」
は
、
江
戸
後
期
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
比
較
的
詳
し
い
訓
読
を
行
っ
て
い
る
の
で
、「
復
古
的
な
資
料
」
に
入
れ

る
こ
と
に
し
た
。

二　
博
士
家
の
資
料

ま
た
、
博
士
家
に
お
け
る
読
み
方
を
知
る
た
め
に
は
、
次
の
資
料
を
用
い
る
。

『
高
山
寺
蔵
論
語
』
中
原
本　
巻
四　
嘉
元
元
〈
一
三
〇
三
〉
年
書
写

大
法
師
了
尊
加
点
（
安
貞
二
〈
一
二
二
八
〉
年
中
原
師
行
、
寛
元
元
〈
一
二
四
三
〉
年
中
原
師
有
の
点
を
伝
え
る
）（『
高
山
寺
古
訓
点
資
料

第
一
』
東
京
大
学
出
版
会　
一
九
八
〇
）

『
文
永
本
論
語
』　
文
永
五
〈
一
二
六
八
〉
年　
中
原
師
秀
点

巻
七
（
首
欠
）　
醍
醐
寺
蔵

　
　
　
（
小
林
芳
規
「
醍
醐
寺
蔵
論
語
巻
七
文
永
五
年
點
訓
讀
文
」『
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
二
号　
一
九
八
〇
）

巻
八
（
首
欠
）　
東
洋
文
庫
蔵

　
　
　
（
石
塚
晴
通
・
小
助
川
貞
次
「
文
永
本
論
語
集
解
巻
第
八
」『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
81
輯　
一
九
八
八
）

そ
し
て
、
全
文
か
な
で
記
さ
れ
て
い
る
次
の
資
料
も
参
照
す
る
。

『
か
な
が
き
ろ
ん
ご
』　
室
町
時
代
中
期
成
立
（
安
田
文
庫
叢
刊
第
一
篇
）

三　
江
戸
時
代
の
仮
名
付
資
料

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
詳
し
い
読
み
方
を
知
る
資
料
と
し
て
は
、
仮
名
付
の
訓
点
本
が
あ
る
。
こ
の
仮
名
付
の
訓
点
本
と

は
、
注
は
な
く
本
文
の
み
で
、
漢
字
の
右
ま
た
は
左
右
に
、
片
仮
名
も
し
く
は
平
仮
名
の
振
り
仮
名
が
つ
い
て
い
る
も
の
を
指
す
。

な
お
、
こ
の
漢
字
の
左
右
に
振
り
仮
名
が
つ
い
て
い
る
資
料
（
以
下
、「
左
右
訓
」
と
す
る
）
に
お
い
て
、
左
側
に
片
仮
名
が
付
さ
れ
た

漢
字
は
、
次
の
例
の
よ
う
に
返
読
す
る
字
と
な
っ
て
い
る
。

子シ　
曰
ノ
タ
マ
ハ
ク。　
学
マ
ナ
ン
デ
　
而　
時ト
キ
ニ　
習ナラ
フレ　
之コ
レ
ヲ。　
不ズ
二　
亦マ
タ　
　
説
ヨ
ロ
コ
ハ
シ
カ
ラ

一　
　
乎ヤ

。

古復

道
春
点
Ｄ

（
天
保
校
正
）
四
書
集
註　
文
政
十
三
〈
一
八
三
〇
〉
年
再
刻

道
春
点
Ｅ

（
文
久
改
正
）
四
書
集
註　
文
久
三
〈
一
八
六
三
〉
年
再
刻
（
版
心
「
萬
延
新
刻
」）

鈴
木
点

論
語
参
解　
鈴
木
朖
点　
文
政
三
〈
一
八
二
〇
〉
年
序

日
尾
点

慶
應
新
刻
論
語　
日
尾
荊
山
点　
刊
記
な
し
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有アリ
レ　
朋ト
モ　
自ヨリ
二　
遠ヱ
ン　
方ハ
ウ

一　
来キ
タ
ル。　
不ズ
二　
亦マ
タ　
楽
タ
ノ
シ
カ
ラ一　
乎ヤ

。　
（
巻
一
・
学
而
）

こ
れ
を
訓
読
す
る
に
は
、
ま
ず
右
の
片
仮
名
を
読
ん
で
い
き
（
シ
ノ
タ
マ
ハ
ク　

マ
ナ
ン
デ
ト
キ
ニ
）、
左
に
片
仮
名
の
付
さ
れ
た
漢
字

（
習
）
が
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
を
一
旦
と
ば
し
て
、
返
点
に
従
っ
て
戻
っ
て
そ
の
左
側
の
仮
名
を
読
ん
で
い
け
ば
良
い
（
コ
レ
ヲ
↓
ナ
ラ

フ
）
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
名
付
の
訓
点
本
は
、
い
ず
れ
も
小
型
本
・
袖
珍
本
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
的

で
あ
る
。
長
沢
規
矩
也
（
一
九
七
六
）
に
は
、『
論
語
』
ま
た
は
『
四
書
』
の
仮
名
付
テ
キ
ス
ト
は
、「
傍
訓
本
」
と
い
う
名
称
で
二
十

種
類
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
次
の
二
種
類
を
使
用
し
た
。

◦
仮
名
付
資
料

・
論
語　
新
改
正
片
仮
名
附
本
（
道
春
点
）

・
論
語　
片
仮
名
傍
訓
本
（
後
藤
点
）　
嘉
永
刊　
左
右
訓

右
の
『
論
語　
新
改
正
片
仮
名
附
本
』
は
、
長
沢
規
矩
也
（
一
九
七
六
）
に
、「
林
信
勝
（
道
春
）
点
」
と
あ
る
が
、
刊
年
は
不
明
で

あ
る
。
道
春
点
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
林
羅
山
の
盛
名
の
た
め
に
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
訓
点
本
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
訓
読
法
も
変

化
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
初
期
の
道
春
点
の
訓
読
法
に
よ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

四　
斯
文
会
訳『
国
訳
論
語
』

そ
し
て
、
明
治
以
降
の
『
論
語
』
の
読
み
方
を
知
る
た
め
に
使
用
し
た
の
が
、
斯
文
会
訳
の
『
国
訳
論
語
』（
昭
和
三
年
、
龍
門
社
発

行
）
で
あ
る
。

こ
の
斯
文
会
訳
『
国
訳
論
語
』
は
、
そ
の
「
例
言
」
で
、

一
、
本
書
の
訳
文
は
、
専
ら
前
人
の
訓
点
に
就
き
、
其
の
穏
当
と
認
め
た
る
も
の
に
従
ひ
、
一
二
の
場
合
を
除
く
の
外
は
、
敢

て
新
し
き
読
方
を
試
み
ず
。

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
博
士
家
を
は
じ
め
、
江
戸
時
代
の
主
要
な
訓
点
本
も
参
照
し
て
訓
読
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
現
在
に

い
た
る
ま
で
の
『
論
語
』
訓
読
の
基
準
と
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

五　
漢
語
文
典
な
ど

一
か
ら
四
に
あ
げ
た
資
料
に
よ
っ
て
、
実
際
の
訓
読
法
を
調
査
す
る
一
方
で
、
漢
文
訓
読
に
対
す
る
理
論
や
当
時
の
意
識
を
知
る

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
下
記
の
よ
う
な
資
料
を
用
い
る
。

桂
庵
玄
樹
（
一
四
二
七
〜
一
五
〇
八
）『
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
』（
明
応
十
〈
一
五
〇
一
〉
年
成
立
）

貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇
〜
一
七
一
四
）『
点
例
』（
元
禄
十
六
〈
一
七
〇
三
〉
年
刊
）

荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
〜
一
七
二
八
）『
訓
訳
示
蒙
』（
明
和
三
〈
一
七
六
六
〉
年
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

『
訳
文
筌
蹄
』（
正
徳
五
〈
一
七
一
五
〉
年
刊
）

太
宰
春
台
（
一
六
六
〇
〜
一
七
四
七
）『
倭
読
要
領
』（
享
保
十
三
〈
一
七
二
八
〉
年
刊
）
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江
村
北
海
（
一
七
一
三
〜
一
七
八
八
）『
授
業
編
』（
天
明
三
〈
一
七
八
三
〉
年
刊
）

三
浦
梅
園
（
一
七
二
三
〜
一
七
八
九
）『
梅
園
読
法
』（
安
永
二
〈
一
七
七
三
〉
年
跋
、
安
永
九
〈
一
七
八
〇
〉
年
追
記
）

河
北
景
楨
（
生
没
年
未
詳
）『
助
字
鵠
』（
天
明
六
〈
一
七
八
六
〉
年
刊
）

釈
大
典
（
一
七
一
九
〜
一
八
〇
一
）『
文
語
解
』（
明
和
九
〈
一
七
七
二
〉
年
刊

日
尾
荊
山
（
一
七
八
九
〜
一
八
五
九
）『
訓
点
復
古
』（
天
保
六
〈
一
八
三
五
〉
年
刊
）

鈴
木
朖
（
一
七
六
四
〜
一
八
三
七
）『
改
正
読
書
点
例
』（
天
保
七
〈
一
八
三
六
〉
年
刊
）

大
和
田
建
樹
（
一
八
五
七
〜
一
九
一
〇
）『
応
用
漢
文
学
』（
明
治
二
十
六
〈
一
八
九
三
〉
年
刊
）

大
槻
文
彦
（
一
八
四
七
〜
一
九
二
八
）『
広
日
本
文
典
別
記
』（
明
治
三
十
〈
一
八
九
七
〉
年
刊
）

権
田
直
助
（
一
八
〇
九
〜
一
八
八
七
）『
漢
文
和
読
例
』（
明
治
三
十
六
〈
一
九
〇
三
〉
年
刊
）

注（
1
）
本
書
に
お
い
て
、
文
献
・
資
料
等
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
表
記
を
以
下
の
よ
う
に
改
め
て
あ
る
。

　
　
　

◦
漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
直
し
た
。

　
　
　

◦
仮
名
の
異
体
字
・
合
字
も
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

　
　
　

◦
本
文
中
の
傍
線
・
傍
点
な
ど
は
基
本
的
に
省
略
し
た
。

　
　
　

◦
適
宜
、
句
読
点
・
引
用
符
な
ど
を
補
っ
た
。

（
2
）
桂
庵
玄
樹
の
訓
読
法
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
、
こ
の
文
之
点
の
他
、
元
亀
四
〈
一
五
七
三
〉
年
書
写
の
『
論
語
集
註
』
が
あ
る
。
現

在
、
巻
一
・
二
・
一
〇
の
三
冊
し
か
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
本
書
で
は
扱
わ
な
い
。

（
3
）
近
世
初
期
の
、
文
之
点
、
道
春
点
、
そ
し
て
藤
原
惺
窩
の
訓
読
法
に
つ
い
て
は
、
村
上
雅
孝
（
一
九
九
八
）『
近
世
初
期
漢
字
文
化
の

世
界
』
に
詳
し
い
。
ま
た
、
近
世
の
漢
文
訓
読
に
つ
い
て
は
、
大
江
文
城
（
一
九
三
五
）・
鈴
木
直
治
（
一
九
七
五
）・
中
田
祝
夫
「
中
近

世
の
訓
読
の
沿
革
」（
中
田
（
一
九
七
九
）
所
収
）・
大
島
晃
（
一
九
八
二
）
な
ど
も
参
考
に
な
る
。

（
4
）
近
世
後
期
の
訓
読
法
の
具
体
的
な
特
徴
に
つ
い
て
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
こ
の
二
点
の
他
、「
な
る
べ
く
す
べ
て
の
漢
字
を
読
む
よ
う

に
な
る
」
と
い
う
点
も
加
え
て
、
三
点
と
し
て
論
じ
て
き
た
が
、
こ
の
三
点
目
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
点
も
あ
る
の
で
、
本
書

で
は
ま
ず
①
「
補
読
語
（
読
み
添
え
語
）
の
減
少
」
お
よ
び
②
「
音
読
の
増
加
」
の
二
点
を
中
心
に
と
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
た

だ
、
こ
の
「
な
る
べ
く
す
べ
て
の
漢
字
を
読
む
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
特
徴
は
、
一
斎
点
の
訓
読
法
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
本
書

で
も
第
二
章
で
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
5
）
村
上
雅
孝
（
一
九
九
八
）
で
は
、

　

羅
山
自
身
が
点
を
施
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
す
べ
て
道
春
点
と
呼
ん
で
い
い
か
検
討
す
べ
き
点
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
基
本
的
に
は
、
羅
山
在
世
時
の
も
の
と
没
後
の
も
の
と
を
区
別
す
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
少
年
の
頃
の
修
学
期
間
の
加
点
な
ど

を
道
春
点
と
称
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
羅
山
没
後
の
新
注
に
よ
る
版
本
の
も
の
を
道
春
点
と

し
て
、
そ
れ
に
近
い
も
の
も
含
め
る
こ
と
に
し
、
そ
れ
以
外
は
羅
山
点
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
広
義
の
道
春
点
は
、
こ

の
両
者
を
含
む
も
の
と
す
る 

（
三
四
三
頁
）

　

と
し
て
、
林
羅
山
が
直
接
訓
点
を
付
け
た
か
ど
う
か
で
、「
羅
山
点
」
と
「
道
春
点
」
と
を
区
別
し
て
い
る
が
、
本
書
で
は
「
道
春
点
」
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
、
と
り
あ
え
ず
す
べ
て
「
道
春
点
」
と
し
た
上
で
、
そ
の
訓
読
法
の
違
い
を
調
査
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
6
）「
素
読
」
に
つ
い
て
は
、
他
に
、
中
村
春
作
（
二
〇
〇
二
）・
齋
藤
希
史
（
二
〇
〇
七
ａ
）
な
ど
参
照
。

（
7
）
森
岡
健
二
（
一
九
九
九
）
で
は
、
蘭
学
や
英
学
で
使
わ
れ
た
漢
文
訓
読
的
手
法
を
、
そ
の
書
名
の
通
り
「
欧
文
訓
読
」
と
呼
ん
で
お
り
、

語
法
に
つ
い
て
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。


